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報 (2) 

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す

。

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い

で
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
平
素
は
町
行
政
に
対
し
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

日
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
人

口
の
高
齢
化
に
伴
う
医
療
や
福
祉
対

策
、
あ
る
い
は
国
民
の
価
値
観
の
多

様
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
需
要
の
増

大
等
に
対
処
す
る
た
め
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
下
で
行
財
政
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
幸
い
本
町
に

お
き
ま
し
て
は
、
町
民
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
順
調
に
事
業
の
進
展
が
続

け
ら
れ
て
お
り
ま
す

。

高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
て
高
速

道
路
の
建
設
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
年

三
月
末
に
は
西
条
ま
で

開
通
さ
れ
、
続
い
て
三
年
後
に
は
川

内
ま
で
延
長
の
予
定
で
当
町
内
に
お

い
て
も
予
定
路
線
で
地
元
と
の
設
計

協
議
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

。

又
国
道
十

一
号
線
バ
イ
パ
ス
も
新

横
河
原
橋
を
含
め
て
順
調
に
進
捗
し

年
頭
の
ご

ぶのlγ し広

あ
い
さ

"J 

重
信
町
長

束

村

旭

て
お
り
平
成

三
年
度
末
に
は
川
内
町

の
接
点
ま
で
完
成
の
予
定
で
す

。

こ
れ
ら
の
国
道
及
び
東
西
線
の
各

県
道
を
結
ぶ
町
道
の
牛
淵
上
村
線
の

上
村
大
橋
が
去
る
十

一
月
に
完
成
し

て
、
上
村
か
ら
牛
測
の
国
道
ま
で
直

線
で
結
ば
れ
、
そ
の
他
の
下
林
見
奈

良
線
及
び
下
林
よ
り
田
窪
西
岡
線
の

改
良
工
事
も
地
権
者
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

又
最
近
の
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し

い
情
勢
に
対
処
し
農
村
の
定
住
条
件

を
整
備
し
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
を

行
う
た
め
県
営
の
は
場
整
備
事
業
を

始
め
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
あ

る
い
は
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
、
土

地
改
良
総
合
整
備
事
業
等
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
森

林
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
上
林

皿
ヶ
嶺
森
林
公
園
も
遊
歩
道
、
キ
ャ

ン
プ
場
、山
小
屋
等
の
施
設
も
整
い
、

風
穴
に
至
る
林
道
の
舗
装
も
進
め
て

お
り
ま
す
。

又
牛
湖
、
野
田
地
区
に
お
け
る
区

画
整
理
事
業
に
よ
る
市
街
化
区
域
の

開
発
も
進
め
て
お
り
、
又
工
業
団
地

の
造
成
事
業
も
建
設
者
並
び
に
県
と

協
議
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
以
前
よ
り
検
討
致
し
て
お

り
ま
し
た
子
供
か
ら
老
人
ま
で
家
族

全
員
で
楽
し
め
る
ふ
る
さ
と
公
園
の

建
設
や
、
長
寿
社
会
に
対
応
し
て
あ

ら
ゆ
る
老
人
の
収
容
を
め
ざ
し
て
の

総
合
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
等
も
研
究

計
画
中
で
ご
ざ
い
ま
す

。

今
後
は
都
市
化
に
伴
う
環
境
整
備

を
進
め
る
と
共
に
高
度
情
報
化
に
対

応
す
る
行
政
の
近
代
化
を
図
り
活
気

に
充
ち
た
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と

重
信
の
建
設
に
遁
進
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
と
共
に
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

成人の日

( 1 月 15 日)

十

一
一

,...&.. 

A 

月

例

議

A
Q一品

四
億
六
千
四
百
四
十
八
万
円
補
正

重
信
町
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十

一
一月
十
七
日
招
集
さ
れ
、
十

二
月
十

九
日
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
追
加

提
案
も
含
め
補
正
予
算
七
件
、
条
例

改
正
等
六
件
、
決
算
認
定
五
件
で
、

平
成
元
年
度
の
決
算
は
、
閉
会
中
に

総
務
委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と
と
し

そ
の
他
は
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の

「
北
方
領
土

の
早
期
返
還
に
関
す
る
要
望
決
議」

は
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
三
名
の
議
員
か
ら

北
山
林
道
、
老
人
ホ
l

ム
、
工
業
団

地
、
国
民
健
康
保
険
、
公
共
下
水
道

農
業
振
興
、
老
人
対
策
な
ど
十
三
項

目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算

O

地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金

三
O
O

、

0
0
0
千
円

。

農
業
振
興
事
業

一
八
、

O
O
二
千
円

。
農
地
整
備
事
業一

二
、
九

一
四
千
円

。

道
路
整
備
事
業二

一 、

O
八
三
千
円

。

中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

一
八
、
九
七
七
千
円

O

災
害
復
旧
事
業一

九

四
O
五
千
円

O

給
与
改
正

四
六
、
O
O

一
千
円

。
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

元
年
度
分
医
療
費
国
庫
返
還
金

一 、

O
一
六
千
円

。
国
民
健
康
保
険
会
計
補
正
予
算

超
過
交
付
金
返
還
金
等

一
、
二
O
六
千
円

@
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

牛
測
地
区
配
水
管
布
設
工
事

四
、
O
七
九
千
円

。
条
例
改
正
等

O

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

O

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一

部
改
正
に
つ
い
て

職
員
の
給
与
を
平
均
四
、
四
二
%

引
き
上
げ

、

特
別
職
と
議
員
の
期
末

手
当
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

O

町
道
の
路
線
認
定

重
信
町
農
協
南
吉
井
給
油
所
前
の

県
道
及
び
拝
志
郵
便
局
前
の
県
道
が

バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い

町
道
と
な
り
ま
し
た

。

一一一シートベルトは正しく着用しましょう 一一一



ぶ

年
頭
の
ご

の

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
謹
し
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
国

際
化
・
情
報
化
・

高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
大
き
く
社
会
が
変
貌
し
つ
つ

あ
る
今
日
、
地
方
行
政
は
住
民
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
複
雑
か
っ

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
応
じ
た
個
性
豊

か
な
し
か
も
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
が

一
層
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

・
ま
l
v
た
。

我
が
重
信
町
に
お
き
ま
し
で
も
、

高
速
道
路
の
建
設
を
間
近
に
し
て
、

高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
た
施
策
の

推
進
、
ま
た
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

や
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
な
ど
の

一
角
を

担
う
町
と
し
て
、
多
角
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自

主
的
、

主
体
的
な
施
策
の
展
開
が
更
に
肝
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

我
々
議
会
人
と
い
た
し
ま
し
て
も

よ
り

一
層
研
績
に
努
め
、
時
代
の
潮

t-y し幸良広(3) 

あ
い
さ

ず〉

重
信
町
議
会
議
長

大

茂

f磨、

西

流
と
新
四
国
時
代
に
対
応
し
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
快
適
な
生
活
環

境
の
整
備
、
う
る
お
い
の
あ
る
福
祉

の
向
上
、
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
振

興
、
心
豊
か
な
教
育
文

化
の
向
上
を

図
り
、
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
に
全
力
を
傾
注
し
て
遁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
の
町
行
政
に
対
す
る
需
要
は

ま
す
ま
す
高
度
化

・

多
様
化
し
、
さ

ら
に
量
的
に
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
最
善
を
尽
く
し
町
民
の
信

頼
と
負
託
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
て
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
の
寄
附
行
為
の
禁
止
が
強

化
さ
れ
、
更
に
、
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
挨
拶
状
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
年
賀
状
を

出
す
、
」
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
師
、
い
申
し
上
げ
ま
す

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

議
長

副
議
長

議
員

大
西
渡
部
浜
田
八
木
力
藤
主
白

佐
伯
平
岡

丹
生
谷

高
須
賀

窪
田

丹
生
谷

h
v
A
 

野車問松玄
同

也口
H
H

み
か1・

心
佐官向

橋伯内原田市下井中

明昌卯清茂

八夫 一 雄雄雄繁 一 敏行操靖徳夫収室強治延郎春徳

F量{疋幾正良嘉照保高重久清

県営住宅補欠入居者募集平成3年度

教育改革モニター募集(文部省) 申込受付期間

平成 3 年 2 月 12 日(必から 2 月 18 日 (月)まで(日曜日

は除く)の 8 時30分から 17時まで(土曜日は12時まで)

受付場所

(1)城北 ・城西地区，城東地区，城南地区

松山市北持田町132番地

松山地方局建設部建築指導課県営住宅係
(宮41 ー 1111 内線 443)

(2 )伊予地区

伊予市米湊269-1

松山地方局伊予土木事務所
(宮82-1205 )

抽選日時

平成 3 年 3 月 1 日働 13時30分から

募集団地

団地名

松風，松22. 朝美，梅津寺， ì潮見，鹿峰，中須賀

j存辺.梅ノ本. 天神.牛i自IJ ，吟松，久米， 三回T

石井，森松，砥部

地区名

城北・械凶地区

i成 * 1也区

城南地区

仕事の内容
21世紀に向けての日本の教育の在り方を示 した臨時教

育審議会の答申に基づき、今後それを具体化しようと

する教育改革に関する施策のうち、文部省から依頼す
るテーマについて、あなたの問辺、地域の人々の考え

も参考にして、教育改革モニターとしての意見等をま

とめ文書によって提出していただきます。

応募資格

年齢20歳以仁の方。

ただし、次の方は応募できません。
①国会議員及び地方公共団体の議会の議員
②常勤の国家公務員及び地方公務員(ただし校長及び
教員は応募できます。)

③行政相談委員法による行政相談員

申込先

干790 松山市 -番町四 r 目 4 苦手地 2
愛媛県教育委員会事務局管理部総務厚生課
(ft41 -2111 ) 

申込み締切日

平成 3 年 2 月 4 日 (月)

(郵送する場合には、 新J !I

すぐ始末/ 一一一

fj} 予 地区

その時

2 月 4 日の消印有効です。)

一一ーその火
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公選法改正に伴う
年賀状等の
禁止について

国

民

ぷ、のげし報広

年

金

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
を
免
除
す
る
な
ど
、
負
担
面

に
お
け
る
配
慮
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。他

の
公
的
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

老
齢
福
祉
年
金
や
二
十
歳
前
の
障

害
に
よ

る
障
害
基
礎
年
金
や
福
祉
年

金
か
ら
の
移
行
に
よ
る
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
そ
の
費
用

の
全
額
が
国
の
負
担
で
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め

他
の
公
的
年
金
(
厚
生

年
金
保
険
や
船
員
保
険
の
年
金
、
共

済
組
合
の
年
金
、
普
通
恩
給
や
普
通

扶
助
料
)
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ

の
額
に
よ
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
や

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
一
部
又
は
全

部
に
つ
い
て
支
給
停
止
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

他
の
公
的
年
金
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

市
町
村
役
場
へ
の
届
出
が必
要
で
す

。

届
出
が
遅
れ
ま
す

と
年
金
が
払
い

過
ぎ
と
な
り
、
後
で
返
し
て

い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

、

ご
注
意

く
だ
さ
い
。

国民年金出張相談
国民年金の出張相談を次のとおり行い
ます。お気軽にご相談下さい。
日 時 1 月 30 日制 10時一 1 5時
場 所 重信町役場第一会議室
相 談 員 松山東社会保険事務所専

門員、役場国民年金係
宮64-2001

宮崎一2146

平成 2 年 2 月 1 日改正公職選

挙法が施行され、政治家(候補

者、候補者となろうとする者、

現に公職にある者)は、選挙区

内にある者に対し、答礼のため

の自筆によるものを除き、年賀

状、暑中見舞状等のあいさつ状

を出すことが禁止されました。

また 、 政治家が行う寄附行為

が、罰則をもって強〈禁止され

ました 。

改正公職選挙法施行後、初め

ての年始を迎えた訳ですが、

0町長

0町会議員

も、同法により答礼のための

自筆によるものを除いて、重信

町の方々に、年賀状を出すこと

ができなくなりましたので、公

職選挙法の趣旨をご理解いただ

き、ご協力・ご了承下さいます

ようお願い致します。

重信町

重信町議会
お問い合わせ

新
し

い
戸
籍
は
正
し
い
字
で

本
年
一
月
か
ら
適
用

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

を
取
得
す

る
場
合
と
か
、
相
続
登
記
を
す
る
場

合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利

用
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は

、

日
本
人

に

つ
い
て

の
身
分
関
係
を
登
録

・

公

証
す
る
公
文
書
と
し

て
重
要
な
も
の

で
す
か
ら
、
正
し
い
文
字
で
記
載
す

る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏
名

が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
官
公
署
の
窓
口
等
で
ト

ラ
ブ
ル

を
生
じ
、
社
会
生
活
上
、
不
便
を
強

い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
あ
る
よ

う
で
す
。

そ
こ
で
、

平
成
三
年
一
月
一
日
以

後
は

、

従
来
の
戸
籍
に
誤
字

・

俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い

戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
正
し

い
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金

学
生
も
全
員
入
り
ま
す

大
学
生
・

専
門
学
校
の
生
徒
な
ど

は
、

二
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
国
民

年
金
へ
の
加
入
は
任
意
で
し
た
が
、

平
成
三
年
四
月
か
ら
は
、
必
ず

加
入

し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の
方
が
事
故

や
病
気
で
万
一
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
で
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま

す
。

ま

た
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な

る

ま

で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り

、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
学

生
本
人
ま
た
は
世
帯
主
に
納
付
義
務

が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
学

生
と
い
う
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
、

一
、
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字
で

記
載
し
ま
す
。

①
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字

-

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し
い

字
で
記
載
し
ま
す
。

ア
、
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ

っ

て
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

ィ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て

他
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

ウ

、
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な

ど

②
誤
字

・

俗
字
を
正
し
い
字
で

記
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の

時
あ
る
い
は
戸
籍
に
記
載し
た

後
に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

③
俗
字
の
う
ち
、
「
高
」

と
か

「
崎
」
な
ど
、
二
疋
の
範
囲
の

字
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま

記
載
し
ま
す
。

二
、
申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に
訂

正
し
た
り
、
難
し
い
字
体
を
や
さ

し
い
字
体
に
直
す
ニ
と
が
て
き
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
戸
籍

係
ま
で
、

宮
⑩
ニ
O
O

一

内
線
二

三
三

、

二
三
四
へ

トを正 し く かぶり ましょう一一一一一一-~}レメッ
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十
二
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明

書
の
交
付
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、

鮮
明
な
印
鑑
登
録
証
明
書
が
短
時
間

で
発
行
で
き
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し
た
。

ぷ、のげし幸民

証
明
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
い
、

現
在
使
用
中
の
印
鑑
登
録
証
か
ら
磁

気
力
l

ド
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
こ
と

に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
印
鑑
登
録
証
(
カ
l

ド
)

切
り
替
え
期
間

平
成
二
年
十
二
月
一
日
か
ら

平
成
三
年
五
月
三
十

一
日
ま
で

二
、
切
り
替
え
に
必
要
な
も
の

印
鑑
登
録
証

印
鑑
(
認
印
)

ー

印
鑑
萱
録
証
(
カ
l

ド
)
の

切
り
替
え
が
必
要
で
す
|

広(5) 

水
道
だ
よ
り

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

毎
年
冬
に
な
る
と
各
家
庭
で
じ
ゃ

口
や
水
道
管
が
凍
結
破
裂
し
、
貴
重

な
水
が
む
だ
に
流
れ
て
、
修
理
工
事

に
ば
く
大
な
費
用
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
凍
結
破
裂
を
な
く
す
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
場
所
で
は

O

屋
外
に
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る

も
の

O

配
管
が
家
の
北
側
に
あ
る
も
の

O

風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も

の
次
の
よ
う
な
防
寒
が
必
要
で
す
。

O

保
温
材
を
か
ぶ
せ
る

O

わ
ら
や
毛
布
を
ま
く

O

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
る
。

医
療
費
と
税

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
、
医
療
費
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

「
お
む
つ
証

(
医
師
が
発
行
し
た

明
書
」
が
必
要
で
す
)

※
次
の
よ
う
な
費
用
は
医
療
費
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

①
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

③
病
気
予
防
の
薬
品
や
健
康
食
品
の

購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
看
護
料

⑤
治
療
の
必
要
の
な
い
近
視
や
遠
視

の
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
の
購
入
費

医
療
費
は
、
実
際
に
支
払
っ
た
も

の
に
限
っ
て
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず

領
収
書
を
提
示
し
て
下
さ
い

。

=日
-医療費控除額の計算方法

保険などで

補てんされる額

その年中に

支払った

医療費

日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
の

…

交
付
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

一

※
本
人
が
こ
れ
な
い
場
合
は
委
任
状

が
必
要
で
す

。

代
理
人
の
印
鑑
も

必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
課
ま
で

宮
六
回
|
ニ
O
O

一

内
線

二
三
三

、

二
三
四

巳­
(;主)軽減される税額は、その人の所得の大きさにより異な

ります 。

医療費控除額

(最高200万円 )

10万円または

所得の 5%

(どちらか少ない額)

な
お
、
詳
し
い
こ
と
を
、
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
六
回
l

ニ
O
O

一

ミセスのための「歯の健康相談」
松山中央保健所では、 80歳で20本自分の歯を残すこと

を自標に、 8020運動をすすめています。
あなたも歯の健康度チェックを受けてみませんか。
日時 毎月第 1 木曜日 13時一 15時
内 容①歯糟ノーロー検査②ブラ ッ シング

③歯科健診 ④その他
※希望者には母子手帳の記入をします。

申し込み方法 松山市北持田町132 愛媛県松山中央保健
所へ、 8 時30分一 17時までにお電話下さい。
ft41 一 1111 (内線 291 ・ 261) 
無料

⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。石

川
正
臣
さ
ん
大
阪
府

河
原
忠
さ
ん

志
津
川

池
川
晴
資
さ
ん
見

奈
良

仙
波
一
良
さ
ん

上
林

池
川
義
晴
さ
ん
見

奈
良

末
光
一
郎

さ
ん
北
野
田

大
北
孝
之
さ
ん
牛
淵

池
川
武
臣

さ
ん
見
奈
良

重
信
町
商
工
会
の
み
な
さ
ん

金

場所へ出しましょう 一一一

料

一一一ゴミは決められた日、



(6) 

歯

漏

槽

膿
菅原歯科医院

健菅原

ぷ、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び

て
お
り
、
ま
さ
に
高
齢
化
社
会
の
到

来
で
す
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
歯
科

医
師
会
で
は
成

人
歯
科
保
健
の
目
標

と
し
て

「

八
O
二
O
」

運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
八
十
歳
で

二
十
本
の
自
分
の
歯
を
残
そ
う
と
い

う
運
動
で
す
。
愛
知
県
下
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
約
十
万
人
の
八
十
歳
以
上

の
方
で
二
四
一
人
見
つ
か
っ
た
そ
う

で
す
。
健
康
で
活
力
あ
る
老
年
を
迎

え
る
に
は
、
美
味
し
く
食
事
を
す
る

生
活
が
前
提
で
す
。
自
分
の
歯
で
楽

し

く
食
事
が
で
き
る
程
素
晴
ら
し
い

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
健
康
な
成
人
で
は

二

十
八
本
の
永
久
歯
(
親
知
ら
ず
は
含

ま
ず
)
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人

の
平
均
と
し
て
、
六
十
歳
で
半
数
の

歯
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歯
を
喪

失
す
る
原
因
の
五

O
%
は
歯
槽
膿
漏

で
す
。
最
近
、
患
者
さ
ん
の
中
に
も

こ
の
歯
槽
膿
漏
に
つ
い
て
関
心
を
抱

い
て
い
る
人
は
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
歯
槽
膿
漏
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
槽
膿
漏
は
虫
歯
と
共
に
口
腔
の

二
大
疾
患
と
い
わ
れ
、
文
明
病
の
一

の'f し報広

つ
で
す
。
正
確
に
は
辺
縁
性
歯
周
炎

と
い
い
ま
す
。
歯
そ
の
も
の
の
病
気

と
い
う
よ
り
は
歯
を
と
り
ま
い
て
い

る
歯
ぐ
き
、
歯
と
歯
槽
骨
と
を
む
す

ん
で
い
る
歯
根
膜
、
歯
槽
骨
そ
の
も

の
、
と
い
う
よ
う
な
歯
の
周
囲
の
組

織
の
病
気
で
す

。

一
般
的
に
、
次
の
よ
う
な
状
態
が

合
併
し
て
い
れ
ば
、
ま
ず
歯
槽
膿
漏

と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

①
歯
ぐ
き
に
軽
く
触
れ
た
だ
け
で

血
が
出
た
り
、
う
み
が
出
る

。

②
歯
ぐ
き
が
ブ

ヨ

ブ
ヨ
腫
れ
て
い

て
し
ま
り
が
な
い
。

③
口
が
臭
く
、
唾
液
が
粘
つ
く
。

④
歯
を
た
た
い
た
り
、
押
し
た
り

す
る
と
む
ず
が
ゆ
い
感
じ
が
し
た
り

時
に
は
痛
い
こ
と
が
あ
る
。

⑤
歯
が
普
通
の
状
態
よ
り
激
し
く

動
く

。

⑥
歯
ぐ
き
が
退
縮
し
て
く
る
。

歯
槽
膿
漏
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
最
大
の
原
因

は
歯
垢
や
歯
石
な
ど
歯
に
付
着
し
て

い
る
不
潔
物
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歯
垢
と
い
う
の
は
歯
の
表
面
、
又
は

周
囲
に
付
い
て
い
る
ヌ
ラ
ッ
と
し
た

も
の
で
、
食
べ
か
す
、
ば
い
菌
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
歯
石

は
唾
液
中
の
無
機
塩
類
が
沈
着
し
た

も
の
で
、
や
は
り
歯
垢
と
同
様
に
ば

い
菌
の
住
み
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ば
い
菌
は
、
食
べ
か
す

な
ど
を
介
し
て
酵
素
や
毒
素
を
出
し
、

歯
ぐ
き
に
炎
症
性
反
応
を
起
、
」
し
、

や
が
て
は
骨
を
溶
か
し
て
歯
を
ぐ
ら

ぐ
ら
さ
せ
ま
す
。

初
期
に
は
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
、
」

し
て
出
血
し
ま
す

。
昔
、
あ
る
有
名
な

ハ
ミ
ガ
キ
メ
ー
カ
ー
が
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
リ
ン
ゴ
を
か
じ
る
と

血
が
で
ま
せ
ん
か
U
と

い
う
名
文
句

を
つ
く
り
ま
し
た
。
歯
ぐ
き
か
ら
血

が
出
た
ら
注
意
信
号
で
す
。
こ
の
症

状
が
歯
槽
膿
漏
の
前
ぶ
れ
と
言
っ
て

も
良
い
で
し
ょ
う
。
放
っ
て
お
く
と

ど
ん
ど
ん
悪
化
し
、
歯
ぐ
き
ば
か
り

で
な
く
、
歯
の
周
囲
組
織
の
病
気
に

波
及
し
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
普

段
か
ら
歯
ぐ
き
を
丈
夫
に
し
て
お
く

こ
と
が

一
番
大
切
で
す
。
こ
れ
が
最

良
の
予
防
法
で
す
。

歯
槽
膿
漏
の
予
防
の
第

一
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
歯
磨
き
を
励
行
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
大
き
な
原
因

で
あ
る
歯
垢
、
歯
石
な
ど
を
定
期
的

に
(
半
年
又
は
年
に

一
回
佐
)
取
り

除
く
処
置
(
歯
石
除
去
)
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
同
時
に
正
し
い

歯
の
磨
き
方
の
指
導
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

歯
は
身
体
の

一
部
で
す
。
歯
が
悪

け
れ
ば
食
べ
物
を
岐
む
力
が
弱
ま
っ

て
、
胃
腸
へ
の
負
担
を
ふ
や
し
、
生

命
を
縮
め
ま
す

。

歯
か
ら
伝
わ
る
神

経
で
舌
と
は
別
に
食
べ
物
の
味
を
か

み
し
め
て
い
ま
す
か
ら
、
入
れ
歯
に

す
る
と
人
生
の
愉
し
み
が
減
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
八
O
二
O
」
を
目
指
し
て
日
頃
か

ら
、
よ
く
岐
み
、
よ
く
磨
き
を
心
掛

け
た
い
も
の
で
す
。

局 血 圧 者 教 孟...... 唖 貧 血 者 教 ，孟ι『

高血圧症は、日常生活に気をつけ、きちんと管理をし 軽い貧血は気づかないうちになっていたりするもので

てゆくことで徐々に安定してきます。 すが、毎日の生活や食事で予防できます。

高血圧者教室を開{寵しますので、血圧の高めの方や、 貧血者教室を開催しますので貧血症の方や、貧血につ

血圧について興味のある方はご参加下さい。 いて興味のある方は、ふるってご参加下さい。

回世 月日 時間 場所 内 容 講師
回歓 月日 時 2品所 1事間i l司 講師

H3年
午後 2 :∞ -貧血検査(希聾者)

3 月 7 日附
午後 血圧測定 愛大医学 1 12 月 15 日 -3: 30 町長会館 -講演 r貧血について」

医師
l 町民会館 価酎2:00-3:30 講演 rr1ii血圧症についてJ 部、医師

2 1 2 月 22 日 午後 2 : 00 講演 r貧血者向日常生活及び食事の 栄養士
講I高「高血圧者向日常牛i舌 町民会館

午後 栄聾士 H魁 -3: 30 注意点」 保健蜂
2 3 月 12 日 伏) 町民全館 及び食事的注意点J

31 3 月 1 日 午ßij 10:00 調理実習及び試食
2 ・ 00- 3:30 保健Itt 町民会館 栄養士

みそ汁I孟分t農度測定 H酎 ー 12 : 30 r貧血予防食J

3 3 月 19 日ω
午前

町民会館
調理実習及び試食

栄:聾士 ①受付時間 第 l 回・第 2 回午後 l 時30分一 2 時10:00-12:30 r減t孟食J

①受付時間 第 I 回・第 2 回午後 l 時30分一 2 時
第 3 回 午前 9 時30分 -10時

②料金 無料
第 3 回 午前 9 時30分ー 10時 ③持参品 健康子帳

②料 金 無料 ④申し込み方法 2 月 8 日までに保健婦まで申し込んで
③持参品 健康子帳 下さい。

④申し込み方法 2 月 28 日(ねまでに保健婦まで申し込ん (含64-2001 内線311 ・ 312)

で下さい。 ※希望者には、 l 回目( 2 月 15 日)に貧血検査を行 L 、ます。

(ft64-2001 内線311 ・ 312) 料金は463円です。 (自己負担)



(7) 広報 しげの ぶ

健康づくり料理講習会
「肥満を防ぐために」

「肥満を防ぐために」というテーマで、実習を

中心とした料理講習会を開催します。

おいしく食べて、上手なカロリー摂取をするた
めに、楽しみながら料理をしてみませんか。

多数の方の参加をお待ちしています。

日時 3 月 4 日 (月)
午前 10時-12時30分

場所 午洲公民館

料 金 無料
持参品 健康手帳 ・ エプロン ・ タッパーもあれば

便利です。

その他 希望者には、血圧測定も行います。

三種混合予防接種について(訂正)
12J'1 りーに掲載しました、 「三極混合予防接種」で、誤りがあ

りましたので、次のとおり訂正放します。

誤

交通事故でお困りの方

ご相談に応じます

訂正分

I 朗3回供 f櫨l年 - I 'l'学的世.

1主主エ旦主過の未lt碩児.

離乳食 学級

赤ちゃんは、生後 5 ヶ月を過ぎた頃から母礼・ミ

ルクだけでは栄養に不足が出てきます。また、赤ち

ゃんはこの頃から食べ物に対して興味を持ち始めま

す。

離礼食は、不足する栄養を補い幼児食へと移行し

ていくための準備食です。

離乳食の大切さと進め方を学ぶ場として、ぜひご

参加下さい。

日時 2 月 21 日 (木) 13:30-15:30 

場所 町民会館

対象 平成 2 年 6 月、 7 月生まれ

担当 栄養士、保健婦

料金 無料

持参品 母子手帳

内 容 7 ・ 8 ヶ月の心身発育 ・ 発達について

予防J妻干重について

神経芽細胞腫について

離礼食の進め方、試食など

松山広域都市計画の変更案縦覧のお知らせ

1.事故の当事者になったら …

o最寄りの警察署に届出する

0事故の内容を明らかにする

(警察官の立会)

0 ケ yゲをしている時は医師の診断

を受ける

2. 相談の内容は…

0損害賠償-額の算定、請求の方法

0 保険金の請求方法

0示談の仕方

o調停 ・ 訴訟の利用方法

そのほか、事故の|際の処置から

生活問題まで

3 . 相談先は ・ ・ ・

愛媛県交通事故相談所

松山市一番町 4 丁目 4 -2 

愛媛県庁第 2 別館 l 階

宮41-2111 内線2457

松山広域都市計画河川、緑地及び野田土地区画整理事業に係る公園の変

更案の縦覧を下記のとおり行L、ますのでお知らせします。

『戸
」

呈
-"

都市計画の種類 名 称 縦覧場所 縦覧期間

i可 }I! 3 号重信 川 の変更 - 県庁都市計画課 自:平成 3 年 1 月 8 日

合41-2111 至:平成 3 年 1 月 22 日

緑 J也 7 号重信川緑地の変更 県庁第 l 別館 3 階 午前 8 時30分~午後 5 時

- 役場企画課(別館 (土曜、日曜・祝日は除
J品、内ヘ 図 野田 l 号公閣の変更 2 階) ft64-2001 〈。ただし、役場では、

(ただし、公園は、 土曜日は正午まで縦覧で
(児童公闘) 'ff田 2 号公園の変更 役場のみの縦覧。) きます。)
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教

和

ヨ民
同

同
重
信
町

人
権
を
語
る
集
い
開
催

ー

三
O
O

人
余
り
出
席
|

十
二
月
十
日
の
『
世
界
人
権
デ
|
』

十
二
月
四
日
か
ら
の
『
人
権
週
間
』

を
受
け
て
、
十
二
月
八
日
午
後
、

。
重
信
町
人
権
を
語
る
集
い
。
が
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

ぷ、

-閤そ圃|

齢 j

のt1' し報広

,, 

町
理
事
者
、
議
会
議
員
、
各
機
関

団
体
代
表
者
等
三
百
有
余
人
が
集
い
、

誰
に
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
個

有
の
権
利
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る

人
権
に
つ
い
て
考
え
合
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い

心
の
か
よ
い
合
う
家

族
・

隣
人
関
係
、
そ
し
て
、
町
民

一

人
残
ら
ず

「
生
ま
れ
て
来
て
よ
か
っ

た
」
と
い
え
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

相
互
の
人
権
が
保
障
し
合
え
る
人
間

関
係
づ
く
り
に
努
め
、
町
行
政
に
反

映
さ
せ
て
項
き
た
い
:
:
・
:
:
と
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
小

・
中

・

高

等
学
校
児
童
生
徒
代
表
の
作
文
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

『
み
ん
な
ち

e

か
つ
て
、
み
ん
な
い
い

』

の
合
言
葉
の
も
と
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
学
級
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
拝
志
小
学
校
五
年

の
小
山
さ
ん
。

差
別
の
歴
史
か
ら
学
び
、
現
代
社

会
を
厳
し
く
見
つ
め
て
、
人
間
に
必

要
な
も
の
は
科
学
の
進
歩
で
は
な
く

心
の
進
歩
だ
と
訴
え
た
上
林
小
学
校

六
年
の
山
内
君
。

思
い
が
け
な
い
母
親
の
事
故
後
、

差
別
に
つ
い
て
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
、
周
囲
の
い
ろ
い
ろ
な
偏

見
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が

差
別
解
消

に
つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
て
強
く
生

き
て
い
る
重
信
中
学
二
年
の
山
口
さ

ん
。平

素
の
部
活
動
の
体
験
か
ら
、
互

い
の
人
権
を
守
る
こ
と
に
誠
心
誠
意

を
傾
け
る
重
要
さ
に
気
づ
き
、
自
己

の
人
権
を
大
切
に
し
、
同
時
に

他
人

の
人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
述

べ
た
東
温
高
校
二
年
の
田
村
さ
ん
。

い
ず
れ
も
、
す
ば
ら
し
く
磨
か
れ

つ
つ
あ
る
人
権
感
覚
の
も
と
に
綴
ら

れ
た
も
の
で
し
た
。

続
い
て

、

各
層
代
表
の
方
々
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
も
た
れ
ま

し

た
が

、

そ
の
詳
細
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

最
後
に
、
第
六
回
人
権
講
座
に
う

つ
り
、
年
間
六
回
の
講
座
に
皆
勤
し

た
六
十
五
人
に
修
了
証
を
お
く
つ
て
、

半
日
の
集
い
を
閉
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
合
言
葉

拝
士t
，e、

A且.

子

小校

五
年

山
住

私
た
ち
の
組
ナ
ッ
ク
ル
引
に
は
、

「

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い

」

と
い
う
合
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

合
言
葉
は
、
五
年
生
に
な
っ
て
ま
も

な
く
し
て
先
生
が
、
私
た
ち
に
、

ご
」
れ
は
、
私
の
願
い
で
す
U
と
い

っ
て
教
え
て
く
れ
た
詩
で
す
。

最
初
聞
い
た
時
は
、
ど
う
い
う
意

味
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ

ど
も
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
く

う
ち
に
、
少
し
ず
つ
先
生
の
願
い
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と

て
も
い
い
気
持
ち
に
な
れ
て
、
少
し

自
信
が
つ
い
て
き
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
三
十

一
人
が
仲
間
で
、
先
生

と
、
楽
し
い

一
年
間
が
送
れ
そ
う
な

感
じ
が
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す

。

自
分
の
考
え
を
発
表
し
よ
う
か
ど

う
し
よ
う
か
と
ま
よ
う
時
、

「
み
ん

な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い

」

を
思
い

出
す
と
、
勇
気
が
わ
い
て
き
て
手
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合

言
葉

は
、
私
の
勇
気
の
も
と
で
す
。
私
の

友
達
三
十
人
も
、
み
ん
な
私
の
よ
う

に
、
合
言
葉
で
勇
気
が
わ
い
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
合

言

葉
で
自
分

の
勇
気
は
わ
い
て
も
、
友
達
の
こ
と

に
な
る
と

「

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん

な
い
い

」

と
は
、
ま
だ
思
え
て
い
な

い
こ
と
で
す
。

織

と
て
も
親
切
で
や
さ
し
い
人
な
の

に
、
み
ん
な
か
ら
ば
か
に
さ
れ
た
り
、

い
じ
め
ら
れ
た
り
し
て
き
た
友
達
A

さ
ん
の
こ
と
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
で
は
、
合
言
葉
が
あ
る
か

ら
い
じ
め
ら
れ
た
り
ば
か
に
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
は
、
見
か
け
な
く
な
り

宇
品
!
レ
れ
~
。

け
れ
ど
も
、
ま
だ
、
私
は

心
の
中

で
は
、
A

さ
ん
を
仲
間
は
ず
れ
に
し

て
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、

な
る
べ
く
い
っ
し
ょ
の
グ
ル

ー

プ
に

入
り
た
く
な
い
と
か
、

「
お
せ
っ
か

い
ね
」

と
思
う
け
ど
親
切
に
し
て
い

る
ん
だ
か
ら
悪
く
思
っ
た
ら
い
か
ん

と
か
、
む
り
や
り

「

い
い
友
達
だ
」

と
自
分
に
い
い
き
か
せ
て
、
仲
よ
く

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
友
達

だ
な
あ
と
認
め
ら
れ
る
の
に
、
ど
う

し
て
悪
く
思
う
心
が
は
た
ら
い
て
し

ま
う
ん
だ
ろ
う
か
と
、
自
分
が
と
て

も
は
が
ゆ
く
、
な
さ
け
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
前
、
家
庭
科
で
私
た
ち
は
、

ゆ
で
た
ま
ご
の
か
ざ
り
つ
け
の
工
夫

を

一
人
一
人
が
し
ま
し
た
。
で
き
あ

が
っ
た
か
ぎ
り
つ
け
ゆ
で
た
ま
ご
の

し
ん
さ
を
し
た
と
き
、
こ
ん
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ

一
つ
順
々
に

見
て
い
っ
て
、
み
ん
な
で
点
を
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。
点
を
つ
け
た
あ
と
、

だ
れ
が
つ
く
っ
た
か
を
発
表
し
た
の

で
す
。
み
ん
な
と
て
も
上
手
で
、
四

点
や
五
点
が
多
か
っ
た
で
す
。

「

五

点
」

と
み
ん
な
が
言

っ
た
ゆ
で
た
ま

ご
の
中
に

A
さ
ん
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「

こ
れ
は
、
だ
れ
の
で
す
か

U
と
先

生
が
聞
く
と
、
A

さ
ん
が
子
を
挙
げ

ま
し
た
。
そ
の
時
で
す
。
み
ん
な
が
、

お
ど
ろ
い
て
信
じ
ら
れ
ん
と
い
う
よ

う
な
顔
を
し
た
の
で
す
。
私
は
A
さ

ん
の
だ
と
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も

し
、
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
み
ん
な
と

同
じ
よ
う
に
お
ど
ろ
い
て
、

「
ま
さ

か
」

と
思
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
A

さ
ん
が
作
っ
た
の
を
知
っ
て

い
て
点
を
つ
け
た
ら
、
五
点
じ
ゃ
な

く
て

三
点
ぐ
ら
い
に
つ
け
て
い
た
人

も
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で

す
。
A

さ
ん
は
上
手
に
で
き
る
は
ず

が
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ

う
い
う
気
持
ち
が
差
別
す
る
気
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。

A

さ
ん
と
い
る
と
、
悲
し
い
気
持

ち
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
私
が
、
私
自
身
の
心
の
中
に
あ

る

A
さ
ん
へ
の
よ
く
な
い
気
持
ち
ゃ
、

友
達
の
心
の
中
も
私
と
同
じ
よ
う
だ

と
分
か
る
か
ら
悲
し
く
な
る
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

「

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
」

と
い
う

A口
言
葉
は
、
い
じ
め
た
り
、

仲
間
は
ず
れ
に
し
た
り
し
な
い
こ
と

だ
け
で
な
く
て
、
「
み
ん
な
い
い
ん

だ
」

の
言
葉
の
と
お
り
、
た
が
い
に

認
め
あ
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

合
言
葉
を
よ
く
考
え
て
、

A

さ
ん
も

私
も
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
毎
日
に

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
学
級
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

一一一水 を大切にしまし ょう一一一



差
別
の
歴
史
か
ら
学
ぶ

上
林
小
学
校山

六
年

内
斉

ぶ

昔
か
ら
の
考
え
方
は
、
今
も
生
き

て
い
ま
す
。
子
供
は
、
親
を
見
て
育

ち
ま
す
。
そ
れ
を
く
り
返
す
こ
と
に

よ
っ
て
昔
か
ら
の
考
え
方
が
受
け
つ

が
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

縄
文
時
代
は
、
人
々
は
み
な
平
等

で
し
た
。
そ
れ
は
、
ま
だ
米
作
り
が

入
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
米
作
り
が
入
っ
て
き
た
弥
生
時

代
か
ら
、
人
々
の
く
ら
し
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
米
作
り
の

仕
事
を
さ
し
ず
し
た
り
、
豊
作
を
い

の
る
祭
り
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
指

導
者
が
あ
ら
わ
れ
、
村
を
お
さ
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

そ
し
て
、
力

の
あ
る
村
の
指
導
者
は
、
広
い
地
域

と
た
く
さ
ん
の
人
を
お
さ
め
る
ご
う

族
と
な
り
ま
し
た

。
そ
れ
と
と
も
に
、

人
々
の
あ
い
だ
に
も
身
分
の
上
下
が

生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

江
戸
時
代
に
は
、
人
々
は
士
農
工
商

さ
ら
に
低
い
身
分
に
分
け
ら
れ
、
き

び
し
く
差
別
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

農
民
や
町
人
よ
り
も
低
い
身
分
に
お

か
れ
た
人
々
は
、
住
む
所
や
職
業
、

結
こ
ん
、
日
常
の
つ
き
あ
い
な
ど
で

き
び
し
い
差
別
を
受
け
た
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
閉
じ
人
間
ど
お
し
で
な

ぜ
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
、
腹
だ
た
し
く
思
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
姿
が
、
今
日
ま
で
人

のtf' し報広(9) 

弥

が
人
を
差
別
す
る
気
持
ち
と
な
っ
て
、

い
ま
だ
に
消
え
ず
残
っ
て
い
る
と
ぼ

く
は
思
い
ま
す

E

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
所
で

は
、
現
在
の
い
じ
め
が
そ
う
で
す

。

い
じ
め
は
、
人
を
に
く
ん
だ
り
、
き

ら
っ
た
り
す
る
気
持
ち
か
ら
う
ま
れ
、

そ
れ
は
や
が
て
ぽ
う
力
や
差
別
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
い
じ

め
ら
れ
た
人
は
、
そ
の
苦
し
み
を
他

の
人
に
ぶ
つ
け
、
い
じ
め
ま
す
。
こ

う
や
っ
て
い
じ
め
は
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
ぐ
は
、
ど
う
し
て
差
別
し
た
り

い
じ
め
を
し
た
り
す
る
の
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
じ
め
を
た

だ
い
た
ず
ら
み
た
い
に
考
え
る
人
は

ま
ち
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
さ
れ
る
人
の
苦
し
み
ゃ
悲
し

み
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

差
別
や
い
じ
め
を
さ
れ
る
人
の
心
に

つ
い
た
傷
は
深
く
、
完
全
に
直
す
こ

と
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く

に
も
こ
ん
な
体
験
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
四
年
生
の
こ
ろ
い
じ
め
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ

よ
く
ひ
ど
い
悪
口
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

言
わ

れ
た
と
き
に
は
、
と
て
も
腹
が

立
っ
て
言
い
返
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
わ
く
て
言
い
返
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
れ
で
、
そ
の

相
手
を
に
く
む
気
持
ち
が
ど
ん
ど
ん

ま
し
て
い
き
ま
し
た

。

こ
の
相
手
に

対
す
る
こ
わ
さ
と
に
く
し
み
が
心
の

傷
と
な
っ
て
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
た
人
の
心
の
中
は
、

黒
雲
が
た
ち
こ
め
た
よ
う
に
ま
つ
暗
「!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
?
'
!
F
!
1
1
'
?
!
!
!

'
!
'
'
!
!
?
'

で
す
。
ぼ
く
の
こ
の
黒
雲
は
、
い
じ
一

i
r
-

-
h
E
E・
と
し
て
、
か
ま
く
ら
を
作
る
と
一
二

め
に
対
す
る
お
そ
れ
や
明
日
へ
の
不

F

、
創
出
守
山
い
寸
圃
ろ
も
あ
り
ま
す

。

観
光
用
の
か
ま
一

安
と
な
る
の
で
す
。
で
も
、
そ
う
し
，

M
R
県
日
J
回
幽

A
山
V
什
川
川じ
a
E
a

く
ら
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、
・

た
と
き
、
友
達
か
ら
、
「
だ
い
じ
よ
除

(
A
M
Y
L
B

a
l

・
な
か
に
金

網
の
か
ご
の
よ
う
な
も

E

う
ぶ
か
。
止
め
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て

F

ご
め
ん
よ
。
い
つ
か
あ
の
子
も
自
分
一
雪
国
の
小
正
月
の
行
事
で
、
特
の
を
入
れ
、
そ
の
上
に
雪
を
か
ぶ
一

の
し
て
い
る
こ
と
が
悪
い
こ
と
だ
と
一
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
秋
せ
る
方
法
も
あ
る
そ
う
で
す

。

一

い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
く
れ
る
よ
o
F

田
県
横
手
市
の
か
ま
く
ら
で
す。

料
理
の
飾
り
に
も
、
か
ま
く
ら
一

だ
か
ら
、
が
ん
ば
れ
日
と
声
を
か
け
一
雪
で
か
ま
ど
型
の
雪
洞
を
作
り
、
が
流
行
し
て
い
ま
す

。

か
ま
く
り

F

て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
っ
黒
な
一
そ
の
な
か
に
祭
喧
々
設
け
て
、
水
型
の
氷
の
な
か
に
刺
身
を
入
れ
て
、
一

雲
を
通
し
て
ひ
と
す
じ
の
光
が
さ
し
一神様
や
家
々
の
厨
子
を
祭
り
ま
す。

皿
に
の
せ
る
の
で
す
。

刺
身
が
よ
且

こ
ん
で
き
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。
一
そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
そ
の
な
か
く
冷
え
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
一

こ
の
光
は
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
げ
ま
一
に
入
っ
て
こ
た
つ
を
囲
み
、

.

.

.

.
 ま
す
。

最
近
は
、
刺
身
用
の

ι

し
て
も
ら
っ
た
大
き
な
喜
び
と
な
っ
一
も
ち
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
員
剛
・
・
ガ
ラ
ス
の
か
ま
く
ら
も
あ
り
一

5
1

こ
の
友
達
の
思
い
や
り

J

酒
を
飲
ん
だ
り
し
ま
す

o

d
・
3

。

ん

が
ぼ
く
の
い
じ
め
ら
れ
た
傷
を
い
，

G
F
R・
-
-

や
し
て
く
れ
ま
し
た。
一

大
人
た
ち
は
、
も
ち
ゃ
8

凶
・
・
と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
四
-

人
聞
は
、

一
人
七
人
に
あ
た
え
ら
…
い
銭
を
持

Jて
か
ま
く

z
a
圃
・
1

三
十
日
は

、
「
全
国
学
校
給
一

れ
て
い
る
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
一
訪
れ
、
子
俳
た
ち
は
甘
酒
を
脳

.

.

 
食
週
間
」
で
す

。

学
校
給
食

F

も
っ
と
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
…
振
る
舞
い
ま
す

。

中
凶
・
の
意
義
、
役
割
へ
の
理
解
と
一

る
と
思
い
ま
す

。

ぼ
く
は
、
今
日
、
一
こ
の
行
事
を
、
な
ぜ
か
ま.
.

 

関
心
を
深
め
、
一
層
の
充
実
一

人
間
に
必
要
な
も
の
は
、
科

学
の
進

一
く
ら
と
い
う
の
か
は
は
っ
き
り
し
を
図
る
た
め
に
、
「
我
が
校
の
自
慢
一

歩
で
は
な
く
、
心
の
進
歩
だ
と
思
い
一
な
い
よ
う
で
す

。

た
だ
、
鳥
追
い
料
理
」
な
ど
の
行
事
が
、
各
地
で
ん

ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
こ
と
一
の
歌
の
歌
い
出
し
に
、
か
ま
く
ら
行
わ
れ
ま
す。

ι

を
考
え
て
、
人
権
に
つ
い
て
よ
く
考
一
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
こ
ろ
か
り
、
川
州

叫
川
山
川

Jゲ

一

え
合
え
る
豊
か
な
心
を
持
っ
て
く
ら
一
鳥
追
い
の
行
事
と
関
係
が
あ
る
と
川
仙

川
川出
川
仙
川
町ド
ナ

'
'

し
て
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を
一
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

制
対
め

o

f

一

合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
一
横
手
の
か
ま
く
ら
は
、
最
近
は
川

町
、ー
\
食
寸
靭
品
等a

す
o
F

|

ヘ

O
\
ν

バ
主
に
陸

F
観
光
行
事
に
も
な
っ
て
い
て
、
市

山
一
\
長
話
一
通

γ

一

一
内
に
二
百
個
も
の
か
ま
く
ら
が
作川
叫
J
f

d
t
白
一
ケ
ぽ

一
勺
れ
、
九
州
や
関
西
方
面
か
ら
の
州
μ

。
ど
向
桜
抱
一

一
団
体
客
も
く
る
そ
う
で
す
の

川
以

ド

I
f
o

〉

k

，

月

1

〈

し

γ
r
t
O
\

旬
、

…
ま
た
、
雪
祭
り
の
行
事
の
三
九

一σ
ワ

a
j
1
j
;
\

ト

:

'

:

‘ 
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障
害
者
に
対
す
る

差
別
を
考
え
る

重
信
中
学
校山

口二
年

純

ぶ

私
た
ち
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、

人
権
に
か
か
わ
る
多
く
の
問
題
が
現

存
す
る
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
そ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
解
決

へ
の
考
え
を
深
め
て
い
る
の
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
む
ず
か
し
い
問
題
が
残
っ

て
い
る
の
が
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。

去
年
の
十
二
月
。
私
の
母
が
、
自

転
車
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
あ
い
ま

し
た
。
首
の
骨
を
折
り
、
そ
の
た
め

歩
行
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
車
い
す

で
の
生
活
を
し
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
母
の
姿
を
見
て
、
障
害
者
に
対

す
る
差
別
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

J
I』

私
た
ち
は
、
学
校
で
同
和
問
題
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
差
別
を
す

る
人
、
差
別
を
さ
れ
る
人
、
そ
の
ま

わ
り
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
立
場
に

た
っ
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
で
も
や

は
り
、
私
は
こ
れ
ら
の
差
別
を
他
人

ご
と
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
が

現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
母
の
病
院
に

行
く
と
障
害
を
も
っ
た
人
が
た
く
さ

ん
き
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
は
じ

め
そ
の
人
た
ち
と
の
あ
い
さ
つ
が
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
別

の
目
で
し
か
そ
の
人
た
ち
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

の~t' し報広

子

こ
れ
ま
で
習
っ
て
き
た
同
和
問
題
の

学
習
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え

て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
今
は
、
そ
の
人
た
ち
に
対
す
る

特
別
な
気
持
ち
が
な
く
な
り
、
あ
い

さ
つ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
の
事
故
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
同
和

問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
た
自
分
を
は
ず
か
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
障
害
者
を
差
別
す
る

心
も
基
本
的
に
は
部
落
差
別
と
同
じ

よ
う
な
心
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
に
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
理
由
で
差

別
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
障
害
者
へ
の
差
別
に
つ
い
て
も

基
本
的
に
部
落
差
別
と
同
じ
不
合
理

な
偏
見
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
自
分
に
は
ど
う
す
る

こ
と
も
出
来
な
い
理
由
に
よ
っ
て
差

別
と
い
う
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
の
人
が
ど
ん
な
に
努
力

し
よ
う
と
解
決
で
き
な
い
理
由
に
よ

っ
て
厳
し
い
差
別
の
目
に
さ
ら
さ
れ
、

生
命
と
同
様
に
大
切
な
人
権
を
ふ
み

に
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
基
本
的
な
こ
と
に
気
付
い
て

い
な
い
心
の
冷
た
さ
に
母
の
事
故
を

通
し
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
差
別

は
一
日
も
は
や
く
絶
対
に
な
く
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。

人
聞
は
心
を
持
っ
て
い
ま
す

。

一

つ
の
事
柄
を
ど
う
感
じ
る
か
と
い
う

こ
と
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
す

。

私
は
小
さ
い
時
に
母
か
ら
、
「
心
は
、

こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
か
ら
心
と
言
う
ん

だ
よ
U
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
良
い
方
に
使
い
た
い
と
思
う

の
で
す
。
今
の
差
別
の
心
を
や
わ
ら

か
い
心
に
変
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

心
は
目
に
う
っ
す
、
」
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
表
し
方
も
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
受
け
止
め
方
も
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す

。

相
手
の
心
を
考
え
る
と
い

う
の
は
、
自
分
の
心
を
考
え
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
人
を
差

別
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
ま
ら
な
い

自
己
満
足
を
得
よ
う
な
ど
と
い
う
冷

た
く
狭
い
自
己
中
心
的
な
心
か
ら
、

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
心
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
け
る
方
向
を
目
指
そ
う

と
す
る
暖
か
く
広
い
心
の
持
ち

主
に

す
べ
て
の
人
が
変
わ
っ
た
と
き
、
す

べ
て
の
差
別
は
解
消
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
私
自
身
差
別
を
に
く
む
熱

い
心
と
相
手
の
心
を
理
解
す
る
や
わ

ら
か
い
心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
差
別
や
部
落
差

別
を
含
め
て
、
人
権
の
問
題
に
つ
い

て
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
方
を

持
っ
て
い
ま
す
。
な
か
こ
は
、
「
同

和
問
題
に
つ
い
て
知
ら
な
い
子
供
た

ち
に
、
わ
ざ
わ
ざ
教
え
る
こ
と
は
な

い
の
で
は
な
い
か

。
知
ら
な
い

ま
ま

で
自
然
に
同
和
問
題
は
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か

U
と
考
え
て
い
る
人
も

い
ま
す
。
で
も
、
私
は
ど
の
差
別
に

お
い
て
も
自
然
に
な
く
な
る
と
い
う

の
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
「
差
別
」
と
い
う
過

h
⑫

h

張
り
替
え
だ
ば
か
り

h…
…・
品
目~一
の
畳
ぽ
気
持
ち
良い
も

一…
……r
υ

一 一
の
で
す
。

一……
…d
E
F一一
と

こ
ろ
で
気
に
な
る

一一一一
回

一\一
の
は
、
重
い
家
具
を
置

一一
一
品
万一一い
疋
跡
に
で
き
る
畳
の

一
堂
豆
凹

み
で
す
。
さ
す
っ
て

J
HP
j
L
も
、
定
疋
い
て
も
畳
の

凹
み
は
頑
固
で
、
簡
単
に
は

元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

酬

頑
固
な
畳
の
凹
み
は
、
戸

群

イ
ロ
ン
を
当
て
る
と
、
意
外

協
m
r

に
刻
栗
ガ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、様
繍

畳
の
凹
み
に
霧
を
吹
き
、
そ
抗
似

の
土
に
タ
オ
ル
、
ま
だ
は
国
治
搭
ぬ

会
一
軍

駐

く
絞
っ
疋
ぞ
う
き
ん
を
凹
み
柏

町
一

に
乗
せ
て
、
戸
イ
ロ
ン
を
当
・

題

て
ま
す
。
何
度
も
戸
イ
ロ
ン

吟

当
て
を
繰
り
返
し
ま
す
と

、

h­

凹
み
ガ
直
っ
て
き
ま
す
。
っ

J
.

ま
り

、

畳
の
凹
み
を
蒸
し
て

膨
ら
ま
せ
る
わ
け
で
す
c

ス
チ
ー

ム
・
戸
イ
ロ
ン
の
蒸
気
を

凹
み
に
吹
き
つ
け
る
の
も
一
つ
の
方

法
で
す
刀
、
こ
の
場
色
は
戸
イ
ロ
ン

を
直
接
押
し
つ
け
な
い
で
、
凹
み
と

そ
の
周
辺
に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
蒸
気

を
吹
き
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ー
ル

の
じ
ゅ
う
だ
ん
も
、
こ
の
万
法
で
凹

み
ガ
と
れ
ま
す
。
畳
は
乾
き
ガ
悪
い

の
で
、
凹
み
の
直
し
は
天
気
の
良
い

巳
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

畳
に
つ
い
芝
湿
つ
だ
ホ
コ
リ
や
活

れ
は
、
ぞ
う
き
ん
で
ふ
き
取
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
バ
ケ
ツ
七
分
自

ぐ
ら
い
の
お
湯
に
酢
を
一
杯
ほ
ど入

れ
、
ぞ
う
き
ん
を
固
く
絞
っ
て
畳
の

自
に
沿
っ
て
ふ
き
ま
す
。
酢
は
、
畳

の
黄
ば
み
を
取
る
の
に
効
果
的
で
す
。

強
く
ゴ
シ
ゴ
シ
ふ
く
と
畳
を
傷
め
ま

す
。
軽
く
ふ
く
の
ガ
活
れ
落
と
し
の

コ
ツ
で
す
。

す
言

、
ミ
力
ン
や
レ
モ
ン

包
h
R
も

、

活
れ
落
と
し
に
一
役
買

-
Z
い
ま
す
。
約
五
個
分
の
ミ
力

沼

ン
ま
だ
は
レ
モ
ン
の
号
、

園
周
十

五
分
ぐ
ら
い
煮
ま
す
。
そ

で
の
煮
汁
を
入
れ
2

季
、

ι
υ
ぞ
う
き
ん
を
固
/
\
絞
り
、
軽

'
嘆

く
畳
を
ふ
き
ま
す
。
ミ
力
ン

い
川

や
レ
モ
ン
に
は
、
漂
白
作
用

A
H
W
ガ
あ
る
の
で
黄
ば
み
が
取
れ
、

『
d

ツ
ヤ
も
出
て
き
ま
す
。

凹

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
同

に
一
度
は
畳
を
ふ
い
て
や
り

疋
い
も
の
で
す
。

日は「防火の日」一一一1 一一一毎月



ぷ、

ち
を
お
か
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
も

う

二
度
と
し
な
い
、
し
て
ほ
し
く
な

い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
で
は
遅
い
の
で

す
。
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
い
な
い
子
供
た
ち
は
、
も
し
、

そ
の
差
別
に
出
会
っ
た
ら
ど
う
対
応

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
過
ち
を

お
か
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

「
自
然
に
な
く
な
る
ま
で
」
と
い
う

聞
に
傷
つ
い
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

表
面
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
批

判
し
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す

。

し
か
し

、
実
際

に
は
こ
の
考
え
と
同

じ
よ
う
に
自
分
と
は
関
係
の
な
い
他

人
ご
と
と
し
て
し
か
と
ら
え
て
い
な

い
い
い
か
げ
ん
な
心
を
持
っ
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

そ
の
人
た
ち
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に

心
を
よ
い
方
向
へ
と
転
換
さ
せ
、
考

え
な
お
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
私

は
思
い
ま
す
。
全
て
の
人
が
こ
の
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、

正
し
く
理
解
し
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
こ
そ
問
題
は
解
決
で
き
る
と
思
い

ま
す

。
私
の
母
の
よ
う
に
、
事
故
の
た
め

普
通
の
生
活
か
ら
障
害
を
も
っ
生
活

へ
と
変
わ
っ
た
人
、
生
ま
れ
つ
き
困

難
な
条
件
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
、

障
害
者
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も

、
一
番
つ

ら
く
、
そ
し
て
、
不
自
由
な
生
活
を

し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
障
害
を
持
っ
た
人
自
身
で
す
。

のt-f し幸良広)
 
-l
 
(
 

私
た
ち
は
そ
の
人
た
ち
に
対
し
て
何

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
前
に
述
べ

た
よ
う
に
心
を
や
わ
ら
か
く
し
、
相

手
の
心
を
考
え
た
と
き
、
は
じ
め
て

自
分
の
心
の
持
ち
ょ
う
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
ど
う
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が

一
つ
一
つ
の

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す

。

問

題
が
一
つ
も
な
い
環
境
は
つ
く
り
に

く
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
が
ち
が
っ
た
心
を
持
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
で
も
ま
ち
が
い
を
正
し

く
直
す
こ
と
は
い
く
ら
で
も
で
き
ま

す
。

ま
た
、
逆
に
正
し
い
こ
と
を
ま

ち
が
い
に
直
す
こ
と
も
簡
単
に
出
来

て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
許
き
れ
な
い
こ
と
な
の
で
す

。

せ

っ
か
く
い
た
だ
い
た
自
由
な
心
を
よ

い
方
向
に
向
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
素
晴
ら
し
い
二
十
一
世
紀
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

私
の
母
は
事
故
の
た
め
に
こ
れ
か

ら
新
し
い
生
活
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
車
い
す
の
生
活
、

マ
ヒ
と
た
た
か
う
生
活
が
ま

っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
生
活
に
た
ち
は
だ

か
る
壁
が
差
別
の
壁
な
の
で
す

。

私

た
ち
家
族
は
、
こ
れ
か
ら
助
け
あ
っ

て
生
活
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
壁

は
母
だ
け
で
な
く

、

家
族
に
も
大
き

な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
壁
を
こ
わ
す
た
め
に
も
周

囲
の
差
別
の
目
に
強
く
た
ち
向
か
っ

て
生
き

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
の
た
め
に

も
心
の
た
め
に
も
差
別
に
う
ち
勝
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
壁
を
う
ち
く
だ
い
て
い
け
る
よ

う
私
は
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
の
解
消

に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
:

110番の目1 月10日は

昭和29年、 全国的に統ーされた 110番通報制度も、いまではす っかり 警察

の代名詞として定着しています。

110番通報制度の最大の目的は、一五IJ も 早〈警察活動を開始することにあ
ります。

110番通報を受けた警察本部や警療署では、通報された方に対して「どん

な事件(事故)が、いつ、どこで起きたのか、犯人はどちらに逃げたのか」な

どを、専門の警察官がお聞きしますので、港ち着いて正確にお答えください。

事件・事故のない、安心できる社会を築くため、ご協力をお願いします。

(人)

早
庶吾
斗
一

一一一タバコ は町内で買いましょう一一一



(12) 
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重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

月 日 相談員

16 水田敏麿

23 大森敬子

30 近藤栄宏

6 高橋謙一

13 近藤良倍
2 
20 稲荷善一

27 武智道子

毎週水曜日

13 :00-17 :00 

電話でもよいし、

直接来られでも

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

戸
籍
の
動
き

ロ
月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

積樋西凶志横牛上回 志 横 住
原i可 i宰原j可 ;~匝 河
日間口川 沸l 林窪川原 所

ニ 和北窪 j度井富谷八梅 i没
f呆宅悶岡田部上本口木木部
護

正 一 仲盟主祝 照茂 一 保幸 昌 者純男一 二二 祥 二 樹成 信

由幸梨 将 ー さ品綾 1専 出
希 陣 幸つ 生
子 治恵 貴官軍 き j工 香之 児 l

II 11 11 11 11 II II II 11 11 11 

25 24 24 23 23 21 20 15 15 10 8 

死

亡
(
お
悔
み
)

図書館 3 階

64-3437 

牛志樋牛 住 |
i章

前IJ )1 1 口湖j 所|

高藤吉竹
氏原黒田本

盛タ有
名ー ズ雄繁

年
78 83 80 35 

令

11 II 11 7 事E
亡

25 23 14 II 
(J) 

日

~ "¥' λ'" ,'1 ," ・九'.' ". ，~， ,"'. (, 、、 J ・人 、'，， :1 、て" λ -':.:'，'、'"，'，' ... '.-，_.....':1' ザ. ,,-..._-.'/ 九 ，y'_ 、'，'.. '，'引-" ‘ 

月 日 ~T 事 名 H寺 間 場 所

20(日) 空当白番医!竺異母泉用内実科太一全一I___ ~:_ O_~~川 内-町-南-方lFL 8与一66会-一22ー時26一
24(桐 心配ごと相談 13 :00-15: 00 役場 2 階会議室

二 歳児健診

25樹 S62.9.1-S 62.1 1. 30生 13:30-14:30 町民会館

まれの者、及ぴ未受診者

27(日)
重信町婦人五団体研究大会

月
ーー・~---・- --- ----・ーーー・--_--自由ー -ー - ーー.- - - - ーー.司- ------- -ー ー.- . _- - ・ - -・・・ ・l

~番医辻井内科 田窪 会64 - 0013 I 
28伺) 健康相談 (30 日まで) 各 I也 区 l
30(樹 社会保険 ・ 消費秘相談日 9:00-11 :30 商工会館 l

31(桐 保育料・町県民税第4期・国民健康保険税第7期納期限

3 (日) 一理店±? 17一一一ー l_民恒三一一一一 l 書信川白地雪国
当番医 西村医院 志津川 合64-2461 

料理講習会
10: 00-12 :30 西岡公民館 l

(対象: 一般住民)
4 (月) --------- - -- ----- - ----・・ ・ -- _._---・---ー--・- -- ---・ .

健康相談
13:00-14 :00 町民会館 |

(対象: 一般住民)

ニ種混合予防接種②

8 (i包
S63.7.1-S63. 1 2.31生

14 :00-14 :30 " まれの者、及び』店長未i誌の

2 
未接種者

10(日) 当番医 友愛内科・小児科松山市水泥町 宮76-6262

ごみ収集休みます。 14 日闘に出して下さい。

I l(月) 建国記念の日 不用犬買上体みます。 18 日開に連れてきて下さい。
- --ー ー ー-ー ー - ー・・ ・ ー ーーー・・ ・ ・ ・ー. .- - --酔司・'.-..---.--.-- 亭 畠 ・・・ー・・・ー- ー-- ------- ーー・ ー

当番医 I司立療養所愛媛病院横河原 告64-2411

1 3附 社会保険・消費税相談日 9:00-11 :30 商工会館

心配ごと相談 ・ 行政相談 13 :00-15 :00 役場 2 階会議室
ー・ー・ーー ・ ー・-_..・・ーー-----_.--ー ーーーーー・・ー -- - --_.ー -- ・ ・・ -_._.ーーー・・b ・ーー・.

14 (ね 乳児健 診
13:30-14:00 町民会館

H2年4月・ 10月生まれの者

貧血者教室① 受付 13:30 -14 :00

" 
月

(対象: 一般住民) 学級 11:ω-15 :30

400歳駅伝大会
1 7(日) ---・ ・・・・ ・ . _ ---ー・-----_.'圃司申，ーーー--------- --- ・・ a ・p ・ ・ ー・ ・ --_...'・・・・- -

当番医 北上整形外科松山市平井田J tt75-3753 

2 l(ね
離乳食 学 級 受付 1 3:30-14:00

町民会館
H2年6月 ・ 7 月 生 まれの者 学級 1 4: 0ト 15:30

22働 貧血者教室②
受付 13:30 -11 : 00

11 

学級 14:ω-15 :30

24(日) 当番医 永山内科 徐山市北梅本町 ft76-1788 

25閃) 健康相談 (27 日まで) 各 地 区

28(栂 J固(.'j定~ê資J産t税~目第諒4期一一、一国一民一健I__~康3保::0険月税三第!デ8期月O、 -水|一道位料ー場金R納一階期今限一議手ー

日時

所
話
法

場
電
方

下北見償上 牛 樋見
野奈 i可 1'Fx 、

林田良原林洲口良

渡 来 i也 大菅日 i度池
部山川西野野部川

達夫誠ズシ メヒ冨士 誇賀良義夫
三 子子子子 雄

68 49 83 79 83 74 74 78 

12 12 11 11 11 11 II II 

8 7 30 27 27 26 26 25 

}

黒
豆
、
き
ん
と
ん
、
ご
ま

t
町

…
め
、
昆
布
巻
き
、
数
の
子
な

せ
…ど
の
正
月
料
理
を
「
お
せ
ち
」

お

…と
呼
ぶ
の
は
、
「
仲
僻
俳

」
か

い
ら

き
た
も
の
で
す
。

「

節
供
」
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

せ
%
に
九

〈
ご

を
祝
う
節
目
に
食
べ
た
供
御
の
こ
と

o

M
臥
(
一
月
七
日
)
の
か
ゆ
、
ぃ
心
巴

-

-

'
A
Jご

(三
月

三
日
)
の
草
も
ち
、
端
午
(
五

月
五
日
)
の
ち
ま
き
な
ど
も
節
供
だ

っ
た
わ
け
で
す
が
、
の
ち

に
は
特
に

ぜ
ん

重
要
視
さ
れ
た
元
日
の
祝
い
膳
の
み

が
、
「
お
せ
ち」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

数
の
子
は
子
孫
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
、

ご
ま
め
の
別
名
骨
併
は
豊
作
の
縁
語
。

黒
豆
は
健
康
の
意

「
ま
め
」
に
、
昆

布
は
「
喜
ぶ

」

に
通
じ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
縁
起
物
と
さ
れ
た
わ
け
で
、
す

べ
て
栄
養
の
あ
る
保
存
食
品
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

「
松
の
内
」
の
聞
の
ご
ち
そ
う
を
、

保
存
の
き
く

「

お
せ
ち
」

で
す
ま
せ

る
工
夫
は
、
主
婦
が
休
め
る
よ
う
に

し
た

生
活
の
知
恵
で
し
た
。

一一一消えたかな/気になるあの火もう 一度一一一
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